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集団育成事業と取り組む

大松理事長が協力を呼びかける

岐阜県プラスチック工業組合は、 5月 27日、岐阜県工業技術センター講堂で『第 15 

回通常総会』と『県プラスチックデザイン協会第 21回通常総会』を開催した。議題は

①5 7年度事業報告と収支決算② 58年度事業計画と収支予算案③中小企業集団育成事業

の実施について④任期満了による役員の改選についてーなど。とくに席上、役員の改選で

は、大松幸栄理事長を再選したはか若干の役員異動があった。

を原案とおり

当工業組合の通常総会は大野繁俊副

理事長の開会の辞で始まり、最初に大

松幸栄理事長があいさつに立ち、業界

が当面する問題点について話をしだ。

この中で大松理事長は、

『いままでの企業経営は人、物、金

が揃えばできた。最近はそれに経済や

技術に対する環境が大ぎな経営の条件

に加わってきた。とくに近年の経済や

技術の環境変化は、常に新しい問題を

提起して、過去にあった事例ではなく、

全く新しい展開となって企業経営にお

おいかぶさってきている。こうした環

境の変化の中で企業が生き抜くには、

工組の組織活動が重要なキメ手となっ

てくる』と、協力を呼びかけた。 上は総会・下はセンターで開いたミニ展示会場

このあと議案審議に入り① 57年度事業報告

と収支決算② 10項目の事業計画と総額 3,507

万円にのぼる収支予算⑧中小企業集団育成事業

の実施ーなどを原案どおり承認した。事業計画

発刊など情報提供事業③希望商品の共同購買事

業④制度融資や設備機器などリースあっせんな

どの金融事業⑤自動車ローン事業⑥事務代行事

業調査研究事業⑧福利厚生事業⑨青年部への

は①講習会、見学会など指導教育事業②会報の 助成⑩中小企業集団育成事業の実施ーなど。
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とくに中小企業集団育成事業は国、県の補助

金を受けて 3年間にわたり、労務改善事業を実

施する。これで 56年度の『活路開拓調査指導

事業』 57年度の『地場産業振興特別対策事業』

の指定を受けて実施した '82プラスチックフ

ェア岐阜に続いて、今年度で3年連続して大型

組合事業と取り組むことになる。 (5頁と 8頁

に労務改善事業の詳細を説明）

工業組合の新役員が決まる

さらに役員の改選は、選考委員による推屹の

方法で行い、大松理事長はじめ 13人の役員を

選んだ。エ組の新体制は次のとおりである。

〈理事長〉

大松幸栄（岐阜フ゜ラスチック工業）

＜副珪事長〉

大野繁俊（東海ポリエチ工業所）

武藤昭三（武藤合成）

児玉庄ー（コダマ樹脂工業）

〈理事）

田中弘ー（田中化学工業所）

納土栄一郎（東和化成）

奥村勝（天竜工業）

日比正隆（大垣プラスチック工業）

ポリエチレン 塩化ビニル樹脂

吉田博司（美濃化学工業）

米谷元則（名古屋三光合成岐阜工場）

加藤法康（日本工芸）

〈監事〉

林 光夫（関化成工業）

篠田哲（岐阜技研ポリマー）

センターでミニ展示会開く

工業組合の総会に続いて県プラスチックデザ

イン協会の総会が行われ① 57年度事業報告、

収支決算② 58年度事業計画、収支予算ーなど

を審議、原案どおり承認した。

なお、二つの総会を記念して工業技術センタ

ーでミニ展示会を開いた。商品は組合があっせ

んする 25機種で、まずまずの成果であった。

口大松理事長が副会長に

岐阜県職業能力開発協会の総会でー□］
大松幸栄工組理事長は、さる 5月 24日開か

れた岐阜県職業能力開発協会の58年度通常総会

の席上、副会長に選ばれた。同協会は、技能検

定を実施する県内各種団体で構成する能力開発

の推進機関で、大松理事長は当工組と県生産性

本部の活躍ぶりが買われ副会長に選ばれたもの。

熱可塑性エラストマー

スミカセンR スミリットR 住友RTPE
エチレン酢酸ビニル共重合樹脂 メタアクリルシート 合成ゴムSBR

エバテートR スミペックスR 住友RSBR
ポリプロピレン メタアクリル樹脂 合成ゴムEPR

住友ノーブレンR スミペックス—B® エスプレンR
エチレン酢酸ビニル

ポリスチレン樹脂 高密度ポリエチレン 塩化ビニル共重合樹脂

エスブライト スミカセンハード スミグラフトR

令 住友化学工業株式会社
名古屋支店 〒460名古屋市中区錦l丁目11番18号（興銀ビル）

電話 <052〉201-7571

-3 -



新商品開発や設備の近代化

諸逼翡靡:改普計画の検討進む

プラスチックの圧縮成形と射出成形加工業は

56年 10月9日、再度（第 1回は昭和39年）

中小企業近代化促進法の業種指定を受け、現在

中央で、構造改善事業内容の検討が急がれてい

る。構造改善事業は技術革新が進む中で、原材

料供給の変化、成形品の需要減退など厳しい環

境にあることから業界全体で合理化事業と取り

組もうというもの。当工業組合が構造改善の叫

ばれる中で、全国業界に先がけて活路開拓ビジ

ョン実現化事業を推進する意義は大きい。

この構造改善を実施する特定業種は 39業種

あり、プラスチック関係としてはポリエチレン

製フィルム業界が52年度に指定され、設備廃

棄を柱とする極めてハードな構造改善事業が進

められている。

望まれる共同技術開発センター

プラスチックの圧縮、射出成形の構造改善計

画はこれから策定されるところで、いまのとこ

ろ問題点として①技術開発力、製品開発力の不

足②企業の過小過多性③取引条件の悪化④経営

基盤の不安定化⑤設備の近代化・合理化の立遅

れ⑥安全対策、公害防止対策ーなどが指摘され

その対応策が練られている。

したがって構造改善事業の内容策定にあたっ

ては①新商品・新技術の開発②設備の近代化・

集約化③取引関係の改善ーの 3点を柱に合理化

事業が計画されつつある。とくに今後の中小企

業の大きな課題は技術の向上にあるが、企業個

々では対応が難しいため、共同技術開発センタ

ーあるいは研修センターなどを設置し、その成

果を業界全体で利用することが必要とされる。

また、このセンターを核として関係技術のデ

ーターバンクを設置し、情報、文献、データー

などの情報を収集・提供することも合わせて検

討されると考えられる。現に、西日本地区にプ

ラスチック技術振興センターが設置され、大き

な成果があげられているが、さらに充実して技

術向上•開発を中心とした共同化を構造改善事

業の第一の柱にすることが計画されている。

したがって関東、中京など他の主要地区にお

いても技術センター等の設握によって、新製品

または新技術開発の共同事業について検討する

必要があると提案されていろ。

このほか設備の近代化・合理化と同時に、企

業の集約化により不必要な重複投資を避けねば

ならない。企業の集約化の方法としては、例え

ば共同事業、協業化、合業合併などを計画的に

行う必要があると提案している。

創立 30周年の記念式典開く

岐阜プラスチック工業

岐阜プラスチック工業は4月16日、岐阜グ

ランドホテルで創立 80周年記念式典を行った。

式典は蒔田岐阜市長、平野各務原市長、高橋岐

阜商工会議所会頭らの来賓、関係会社の代表、

従業員ら約千人が出席して開かれ、記念表彰、

体験発表、発明考案者表彰、勤続者表彰などを

行った。席上、大松社長は『80周年を機会に

さらに団結を固め、 21世紀に向かって強じん

なバイタリティーを発揮したい』と話した。

なお、式典の後、特別記念講演として森本名

鉄取締役・教育センター室長が『これからの企

業人』をテーマに講演した。
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「
3年がかりで労務改善事業L 中小企業集団育成事業の対象に決定

雇用環境整備や福祉活動の充実J
当工業組合は、国と県が実施する『中小企業

集団育成事業』の 58年度補助対象集団に新し

く指定された。このため補助金を得て、今年度

から 60年度までの 8カ年事業として総合的な

労務改善事業と取り組むことになった。

事業内容は①雇用環境の整備、福祉活動の充

実②労働保険・社会保険等の加入促進③雇用管

理の向上④業務労災の防止ーなどで、工業組合

員106社とその従業員2,710人が対象となる。

労務改善の具体的スケジュールは、近く集団指

導員の決まるのをまって作成するが、現在のと

ころ①労働講座や労働・社会保険講習会の開催

（県内 5会場を予定） ②ボウリング大会（県内

8会場）やレクリエーション活動の実施③労務

管理実態調査、視察研修、労務改善指導員研修

会の実施④雇用管理講習会、労務改善の定着指

導、雇用福祉の充実ーなどを実施計画している。

このほか会報（今号の 8頁に）などを通じて

労務管理、労働安全衛生、労使関係法、 QCサ

ークル活動などの資料も提供していく。

こうしたプラスチック業界の総合的な労務改

善をテーマとした中小企業集団育成事業は、国

と県からの補助金 80万円、工業組合の自己資

金88万円、合計 16 8万円を事業費に 8カ年

がかりで実施することになる。

県下で 5集団が指定されて実施

なお、 58年度に新しく指定された対象集団

は当工業組合と多治見陶磁器卸商業協同組合の

2組合。実施中の集団は56年度に指定された

平田町企業連絡協議会と多治見美濃焼卸センタ

ー協同組合、 57年に指定された西濃電気工事

協同組合の 8集団あり、今年度は合計 5集団が

それぞれの労務改善事業と取り組むことになる。

田中副理事長が県表彰される

当工業組合の田中弘一副

理事長は、 5月8日岐阜県

庁で県各界功労者の一人と

して知事表彰された。田中

さんは商工業振興功労の17

人の中に選ばれたもので、

受彰の田中さん 当業界はもとより県の技術

アドバイザーとして幅広い活動が認められた。

緬“'ポリプロヒレンニ軸延伸フィルム

⑮
 名古屋営業所

ポリ

二’“'LL

山曹
名古屋市中村区名駅四丁目 27番23号（新名古屋ヒル東館 5階）

電話 (05 2) 5 8 1 -1 5 8 1代）

-5 -



産業としての地位確立

プラスチックの再生加工

資源の有効利用という課題は、世界的な関心

事である。その中で、各種の産業から排出され

るプラスチックを原料とすろ再生加工業は、約

1 0年前から全国各地に誕生し、いまでは100

社を上回る規模になっている。

製品の種類も、当初は棒や杭、板など比較的

単純なものが多かったが、加工技術の進展にと

もない複雑な形状のものや、無機物を充てんし

た製品など創意工夫に富む多くの再生加工品を

つくり出している。

一方、製品の品質についても日本工業規

格の標準化が進み「棒（丸、角）板、杭」

は昭和 54年3月に JISK6931、また「

標識杭」は同 56年8月に JISK6932と

してそれぞれ制定された。製品の種類も増加、

品質も向上し、利用実績や範囲は拡大しつつあ

る。とくに官公庁、公社公団、鉄道、電力、ガ

ス会社、農漁業を中心とする公共事業での需要

が一層期待される。

再生加工業者自体も、全国的規模で「日本プ

ラスチック処理再生組合」を結成、業界の体質

強化のために活動を行うようになった。プラス

チノクの再生加工業は、資頻の有効利用という

社会的意義のもとに努力を重ね、新しい産業と

しての基盤を確立しようとしていろ。

沈設を待つ組み立てられたプラスチックの魚礁
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〇強磁性もつポリマーを開発〇

東京大学物性研究所で、これまでの常識を破

る強磁性をもったポリマーを合成した。磁石を

持つプラスチックはフェライトなどの強磁性体

粉末をポリマー中に混せたプラスチ y ク磁石が

実用化されているが、ポリーマーそのものが強

磁性体という開発は世界でこれが初めて。

まだ成形性が悪いなど問題点もあるが、当面

は小聖のトラ9 ンスやモーター、さらには電波吸

収体などへの応用が考えられる。将来は磁気記

録材料としても使える可能性があるという。

〇木粉混入塩ビコンパウンド〇

住友林業は三井東圧、理研ビニル、凸版印刷

各社の協力を得て、木粉混入塩化ビニルコンパ

ウンドおよび同ホットプレス成形加工用ボード

（凹凸加工板）を開発、市販開始した。

同コンパウンドは、同社が開発した乾燥状態

の木粉（含水率 0.8~2%、比重 0.12)およ

び細粉木粉 (15 0メッシュ以上）の量産技術

と木材の木酸中和処理技術を応用して開発され

たもの。最高 50％まで木粉を混入することが

で苔射出成形用グレード、押出成形用グレード、

発泡グレードなどが開発されている。

主として建材用部材、建具、家具用部材、自

動車部品、家電部品などに同コンパウンドおよ

び加工板の需要を見込んでいる。

〇新エンプラ・ウルテム市販〇

エンジニアリングプラスチソク社は、米国G

E社が新開発したポリエーテルイミド「ウルテ

ム」を日本でも販売開始した。

同樹脂は褐色、半透明の 2色あり、 GE社が

1 0年以上の商品開発とテストを続けてきた超

エンプラと汎用エンプラの中間に位慰つけられ

I全国業界ニュース I

る新樹脂であろ。機械的、電気的特性、耐薬品

性に優れているばかりでなく、耐熱性、難燃性

および成形性に大きな特長をもっている。

とくに超耐熱プラスチック（熱変形温度200

度C)としては珍しく加工性に優れ、射出成形

ブロー成形、発泡成形、押出成形のいずれも可

能で、幅広い需要が期待される。

〇昨年の材料、製品やや増加〇

日本プラスチック工業連盟は、 57年 1~12 

月のプラスチ、ノク材料および加工製品の生産実

績をまとめた。

総生産量はプラスチソク材料が 713万4,560

トン（前年比 1.4％増）またプラスチック加工

襲団は390万 8.00 3トン（前年比2.4％増）に

とどまった。材料のうち最も増加率が高かった

のはポリブテンで前年比 19.8％増、次いでポ

リアミドの前年比 15. 1％増であった。

加工製品では硬質フィルム（前年比 11％増）

型物発泡製品（前 10.9％増）が比較的大きな

伸びをホした。これら加工製品の総販売額は、

前年比3.6％増の 2兆6,156億 6,900万円、品

目別販売額では機械部品が前年比8.2％増の

6,865億9,700万円と最も多かった。

〇成形加工機械は前年を割る〇

日本プラスチソク機懺工業会がまとめたプラ

スチ、ノク加工機械の 57年 1~1 2月生産実績

は、総数量で 1万586台、金額では 1,1 6 2億

4,600万円であった。台数では前年比 5.7％減、

金額では 1.8％減となった。

このうち射出成形機は7,664台（ 9.8％減）

金額で846億5,700万円（ 2.8％減）で、前年

までの 8干合の大台を割ろ減少ぶりであった。

対前年比で台数、金額ともに増加したのは押出

成形機と同付属装置だけであった。
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謬”式］乳字謬昇式訂昇昇霜□涅昇ぷ労務改善コーナー①ざ昇昇ば出

中小企業集団と労務改善事業

当工業組合は国、県が実施すろ『中小企業集

団育成事業』の指定を受け、 58年度から 8カ

年事業として労務改善事業と取り組む。このた

め労務改善コーナーを設け、中小企業の労務改

善の手引きになろような解説をシリーズで掲載

することにした。その第 1回は中小企業集団の

行う労務改善事業について説明しよう。

事業主が行う事業を側面から援助

中小企業を含め、わが園の企業経営をめぐる

社会経済情勢は大きな問題を抱えている。労働

面に限ってみても、産業構造の変化に伴う雇用

問題、定年制の問題、高齢化社会への移行に伴

う勤労者の生活問題、労働時間短縮の問題など

解決していかねばならない多くの課題を指摘す

ることができる。

とくに中小企業の労使関係あるいは労働者の

福祉に対する問題は、高度経済成長期には大企

業との格差を急速に縮小する傾向にあったが、

いまなお改善を要する点が少なくない。そこで

登場したのが中小企業集団の行う労務改善事業

である。国と県は、中小企業の事業主が自主的

に行う労務改善事業を側面から指導・援助すろ

目的で中小企業を集団としてとらえ、それに要

する経費を補助すろことによって労務管理の近

代化をより一層促進するための施策である。

雇用安定と福祉対策が最重点

補助金の助成対象となろ中小企業集団は、原

則として事業協同組合、商工組合などの業種別

団体、商工会議所などの地域的団体を基盤とし

て組織される団体。当工業組合は業種別団体と

いうことで集団としてとらえられた。

それでは労務改善事業の具体的な内容をみて

みよう。

雇用対策に関する事項＞ 中高年齢者の雇

用対策、身体障害者の雇用対策、定年延長の推

進、求人秩序の確立、雇用管理、定着指導、新

入社員に対する教育訓練、管理・監督者に対す

る訓練など。

＜労働条件の改善に関する事業＞ ①資金管

理、労働時間管理など②週休 2日制の導入、中

小企業退職金共済制度への加

入促進③業務災害の防止、労

働者の安全及び衛生の確保。

＜労使関係の安定に関する

事業＞ 団体交浩手続、労働

協約締結等の指導、労使コミ

ュニケーションの促進、提案

制度の実施、労務診断の実施

など。

（以下次号へ続く）
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デザインのすすめ

岐阜県プラスチックデザイン協会

クオリティ・オブ・ライフ

これからのデザインは、 「生活提案」、 「ラ

イフ・スタイル提案」が求められ、又製品開発

•企画もその方向にあるといわれている。

そして、消費者を生活者としてとらえ、その

生活者の大きな潜在意識のひとつを「クオリテ

ィ・オブ・ライフ」としている。

では、その「クオリティ・オブ・ライフ」と

はどのような事をいっているのだろうか。

ある人の定儀では、 「肉体的、感情的、精神

的、知的、経済的な全ての面で満足した生活で

ある」としている。

ここで、これまで言われていた「全ての面で

豊かな生活」との違いを考えると、豊かさは他

の人を意識した経済的、物量的なものを中心と

し、満足度は人は人といった個人の精神的、心

とか感性を中心としたものであるといえる。

製品開発を前提に、このクオリティ・オブ・

ライフをもう少し具体的にすると次のような事

になる。

① 日々新たなる意識と生活

生活者は毎日を新鮮に変化あろものとし

て実感したいと望んでいるため、あきさせ

ない事をサービス、情報といったもので考える。

② コーディネイトと生活

生活とは、もともとトータルな出来ごと

であるため、単体的なモノの発想ではなく

使われる場においてモノとモノがつながっ

ていくようなコーディネイトし易い、 トー

タルな存在価値を考える。

③ 自己主張という個性表現と生活

1人 1人が自分というものを中心に生き

方や生活を再編し直しているのが今日の生

活者であるため、 1人1人にスポットをあ

てた製品開発をする。

④ ベーシックとプロデュース、 2つの生活

生活者の投資には、生活の基本的なもの

と生活を演出（楽しさづくり）的なものが

あるため、この 2点の理解をしっかりして

おくことが、生活の質へのどのアプローチ

ステップにいるかを明確にする。

⑤心の満足と生活

物所有からマインドをベースにした物使

用型の価値感へ着目する。

以上のように、クオリティ・オブ・ライフは

ソフトなモノを意味しているため、モノのアイ

デアよりも売り方のアイデアが重要とされる。

（岐阜県工業技術センター 工業デザイン）

＊之の石油 化学製品
◎取扱品目 中低圧ポリエチレン

ポリスチレン ポリプロピレン

高圧ポリエチレン
カルプR

ポリカーポネート

出光石油化学諜式舎社媒東京都干代田区丸の内3-1-1（国際ピル）〒100 ft 03-213-3lll 

名古屋営業所名古屋市中区錦 1-17-13（名興ビル）〒460t:t052-231 -8611 
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昇謬 昇 昇 昇 昇昇昇昇ばぎ昇式宝昇ぢぎ昇昇＃組合員の工場訪問髯主け昇詞全

外注工場とスクラム組んで進む

有限会社服部樹脂

l 9 l l l l / 

組合員の工場訪問は

工組青年部の副会長に

選ばれた服部昭元さん

の工場・有限会社服部

相脂（資本金650万円、

従業員 9人）を訪ねた。

工場は岐阜から北進し

服部昭元さん た高富町赤尾の山沿い

にある。面積は約660平方メートル、ここに成

形工場と製品倉庫が建つ。成形機は川口鉄工の

1 0オンスインジェクション 8台が並び、中央

には新設したばかりの 20オンスが座る。製品

倉庫には『ハットリのプラスチック』と書かれ

たケースが梱包され、出荷を待っていろ。

製品はボール、洗いおけ、洗面器、屑入れ、

ざる、ハンガーなど日用雑貨品ばかりで、新旧

合わせて 30種類ほど生産している。

青年部は参加の精神で運営

服部さんは今年40歳になったばかりの若さ。

技術というより営業面で力を発揮するタイプで

ある。それだけ図舌動的で、この長所が買われ

て青年部の役員に選ばれた。

『工業組合は創立してやがて 15年を迎える。

しかし、前半はあまり活動しなかったこともあ

って組合活動を理解できる組合員は少ないとい

える。これが悪循環となり、組合活動の低帯と

なったわけだが、近年の工業組合は見違えるば

かりの活動を展開している。活路開拓事業、支

部の設立、見本市開催、それに自動車ローンや

共同購入、あっ旋事業などと大型事業が相次い

でいるが、一層の組合事業の充実を図り、中小

企業の後ろだてとなってほしい』

服部さんはエ組活動についての感想と共に『

青年部活動のあり万はいろいろ考えられるが、

大きな目標を立てて進むのではなく、じっくり

会員研修と相互の親睦を図ることが何より大切

である』と青年経営者に参加の精神を呼びかけ

ている。

小企業なりに小回り効かす

創業は昭和 42年。家族ぐるみでやって苔た

ビニール加工に見切りをつけ、 5オンスのイン

ジェクションを買ったのが始まり。当初は下請

だったが、 47年ごろ『下請けでは利益に伸び

がなく、経営に限界がある』と、思い切って下

請専業から自社ブランドの商品を生産するよう

になった。ヒット商品や大量受注品は社内の施

設では間に合わないので、 4軒の外注工場に依

頼していろ。

最後に服部さんは『小企業は小企業なりに小

回りがでぎ、将来に不安はない。こんごも外注

工場とスクラム組んで厳しい環境を乗り切って

いきたい』と話していた。

-1 0 -



事務局だより

会員と事務局を結ぶページ

口総会を記念してミニ展示会を開催口

5 8年度の新事業計画や予算を決める『第15

回通常総会』が、 5月 27日（金）午前 11時

から岐阜県工業技術センターで開きました。今

年度の新事業計画には今年度から 3年がかりで

行う労務改善事業など大型事業が組まれ、その

審議や役員改選が議題となりました。また、総

会を記念して技術センターでミニ展示会を開き

成果をおさめましたが、こんこ｀も機会あるごと

に開催しますので参加して下さい。

□エ組の青年部に加入して下さい口

さる 1月26日に工業組合青年部を設立しま

した。岐阜県下には約 1千組合ありますが、エ

組の青年部は 62番目に誕生したものです。青

年部事業は、当面、親組合の事業分担をすろほ

か、会員研修と相互の親睦を高めることが主な

活動目標です。会員は現在 14人です。会員増

強にご協刀下さい。

口共同購入の希望商品を聞かせて•••ロ

工業組合では、会員企業で必要な商品や機器

の一括購入やあっ旋をしております。新商品や

新機堺についてこ｀希望を間かせて下さい。

三菱化成のエンジニアリング

□監事の真鍋義雄さんが逝去口

当工業組合の創立いらい

役員としてこ‘活躍いただい

た真鍋義雄さん（岐阜市上

川手498、厚見プラスチッ

クス工業代表）が、 4月11

日、逝去された。告別式は

故・真鍋さん 4月 13日自宅で行われ、

工業組合からば大松理事長ら全理事が参列し、

別れを惜しんだ。真鍋さんは工業組合が 43年

6月に創立されていらい理事として活躍、とく

に今期は監事の大任を果たしてこられた。 77歳。

口丸善産業の加藤善実さんも口

丸善産業（各務原市前渡西町 1129の2)の

加藤善彦さんの祖父・善実さんは 4月17日逝去

された。告別式は 4月19日に行われ、工業組合

からも役員が参列した。

岐阜県のプラスチック

1983 53号
昭和58年 5月 1日発行

発行岐阜市六条南 2丁目 11番 1号

（岐阜産業会館 4館）

電話 (0582) 72-7173 

I岐阜県プラスチック工業組合

発行責任者 大 松 幸 栄

プラスチックス
ナイロン樹脂

NO 
ポリカーポネート樹詣

ID NOVARE翼R
PBT樹脂

NOVADUR 
l’’’lllII l9 l1Hll llhll 9'1 ll 1,l l l,h,99991l / 9 ヽミノ日疇疇 1り山lllllll l'llll'9 91’’'1,I'119 991'’llノ 9ヽレックスー ’’’’’’I'’IIIIII'1 99’IlIIll,9 l1,I II'’’l'lll111り11’llノ 9 ヽトゥー9し、一

中低圧ポリエチレン

ポリエチレンNOVATE
高圧ボリエチレン

NOVATEC...L 

人巧翌竺翌翌喜苫
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ニーズに適確に
こたえることで
米の扉をひらきます
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いい素門を団国団るもの［こ

惚 I言租"""マー
名古屋支店名古屋市中村区名駅 4丁目 27番 23号 （新名古屋ビル）

シリコーンなら

五
0ースチックの離型に最適な離型剤をフ 0)ヽ

ご紹介します。

信越シリコーン離型剤。熱に強く、化

学的に不活性てすから、型や成形材料

を汚したり、傷めたりする心配があり

ません。不良品の発生を防ぐばかりか、

清掃などの労カヵ渾減てきますのて‘‘

作業能率も一段と向上しまず。

く特長＞

●少量の皇布て言ぐ打だ離盟i生。

●酎熱性撥7k性［こ可ぐ杓ていま可。

9言m二'Jコーニ ｀じ字的［こ不舌I＼圧て百のて、声を1晏しま甘い。

信越化学／名古屋支店 〇複雑厄国［こも使えま言。

名古屋市中村区名駅4-27-23（新名古屋ピル東館） •OO種刀豊富て可。

れ
技
゜

TEL(052) 581-6511（イ-1;;)



80年代テーマ

高速精密汎用射出成形機 SEシリーズ
「高附加価値成形」と「省エネルギー」の両椴能を兼ね

備えた80年代の射出成形機です。省電力対応型の電子コ

ントローラによって、射出・型締および油圧など各機構

をテシタル制御。とりわけ油圧機構には新機軸の油圧回

路SSEシステムにより、油圧の動力損失を最小限に抑え

て、消費電力を大幅に減少させました。省電力効果は40
~70%（製品により異なる）と極限を追求したものです。

"!!SSIEI 1醤進んだ射出成形機をあととけする

に＝9日絹樹脂エ零尊式會社

岐阜出張所 岐阜市茜部4962-1（茜ヒル）合 (0582)72-5952 

ざ西丑丞）寮芝槻械株式会社

燈｝

本 社東京都中央区銀座 4 丁目 2 - 11 

名古屋宮貶所名占屋市中村区名駅 4丁目 7番 28号

化丁機課 TEL <052〉 561-8 3 4 1 

秋元産業株式会社
本 社東京都中央区八重洲 5 の 7

名古屋営業所 名古屋市中村区米屋町2（埼玉ビル9F)

TEL 〈052〉 582-5 0 7 1 



:業薬1:l販売
合成樹脂

山 田 化 成 式株 社
取締役社長 山

水会
正田

本 社

名古屋出張所

〒101東京都千代 田 区 内 神 田 2丁目 8番 4号

TEL (03) 256-7 8 6 1（代）

〒460名古屋市中区丸の内3丁目13番18号（サワニビル）

TEL (052) 961-6 5 9 1（代）

． ． 
＠
④
 日拿含疇コーム繊式書槍本社／東京都中央区築如—11·24 TEL(03)541-4111・名古屋支店／TEL(C62)571-1231



発見と発明l
心だぢな王：舌環境をワ＇ノ jエイト

MMA部門を中心として、時代のニーズに合った

発見と発明を・・・

“発見”されたモノを[l常生活に使用

てきるように研究開発することが“発明”

て、、す。人類にとって新しく“発見”された

エネルギー＂天然ガス＂を原料に「品

品質索材の総合開発」をテーマに‘"発

明＂を続ける協和ガス化 ‘t'ゴ業。メタ

クリル＇貫生産メーカーとして、常に

“より良いもの＂を求め続けています。

メタクリル樹脂・；主型板

‘‘〒ヮrラX"1
メタクリル樹脂・押出板

コ詈~~xi
メタクリル樹貯・成形材料

“〒ベッ.;--1
人社 〒!03束糸都中央lメ194位 382莉），乍橋ビル四 I03,2773m  1 

人阪令袴チ B:OO)395390） 知心柄業祈口9052)95]63% l 
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メタクリ、'"玲坪旨／社只吠品

メタクリル？釘脂 §：出成形4オい
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印IJ買；の””'”

今 新しい
テーフ)レウェアーの
たび だち

出発。
ノーブル（英語）とは‘‘高貴’'という意味、

その名にふさわしいテーブルウェアー

として、 リスの一貰したデザインポリ

シーから生まれたメタクリル樹脂の最

高級品です。

ド 邸
ノープル

岐阜プラスチック工業株式会社
本 社鼓阜市神田町 9丁目 25（大岐阜ビル 6F) TEL <0582>65-2233（代）
稲羽工場岐阜県各務原市前渡東町 36 2 0 TEL <0583〉86-9311（代）
支 店 東京・大阪・名古屋•福岡 営業所 高松・広島・仙台・札祝・宇都宮


